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備 考



別紙

１ 「必要な調査」とは、利用停止請求に係る個人情報の取扱いが第７条、第８条又は

第９条第３項に違反する事実の有無及び内容等当該利用停止請求に理由があるかどう

かを確認するために行う必要な調査をいう。

「 」 、 、２ 当該利用停止請求に理由があると認めるとき とは 実施機関による調査の結果

個人情報の取扱いが第７条、第８条又は第９条第３項に違反していることが判明した

ときをいう。

３ 「適正な取扱いを確保するために必要な限度」とは、第７条、第８条又は第９条第

３項に違反する状態を是正するために必要な範囲内のことをいう。例えば、利用停止

請求に係る個人情報について、そのすべての利用が違反していればすべての利用停止

、 。を 一部の利用が違反していれば一部の利用停止を行う必要があるということである

また、例えば、利用目的外の利用を理由として、本人から個人情報の消去を求められ

た場合、個人情報の適正な取扱いを確保する観点から、当該利用目的外の利用を停止

すれば足り、当該個人情報を消去する必要はない。仮に消去してしまうと、本来の利

用目的内での利用も不可能となり、適当でない。

４ 「当該個人情報の利用停止をすることにより、当該個人情報の利用目的に係る事務

の性質上、当該事務の適正な遂行に著しい支障を及ぼすおそれがあると認められると

きは、この限りでない」とは、利用停止請求に理由があることが判明した場合であっ

ても、利用停止を行うことにより保護される個人の権利利益と損なわれる事務の適正

な遂行の必要性との比較考量を行った結果、後者が優るような場合にまで利用停止を

行う義務を課すことは適当でないため、利用停止をする義務を負わないこととしたも

のである。


